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村のようす

(55年 7月-'1B現在)

もB集記
泉
保
育
所
恒
例
の
金
魚
す
く
い
大
会
は
、
去
る
七
月
五
日
〈
土
)

午
前
十
一
時
か
ら
保
育
所
プ
ー
ル
で
、
全
園
児
と
大
勢
の
父
兄
な

ど
が
参
加
し
て
賑
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
達
は
、
手
に
手
に
バ
ケ
ツ
、
網
を
も
っ
て
、
0

ア
ー
ル
に

は
な
さ
れ
た
一
二

O
O匹
の
可
愛
い
ま
っ
赤
な
金
魚
を
元
気
に
追
っ

て
、
っ
か
む
た
び
に
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
し

ま
し
た
。戸持泉保育
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ー炉

北
須
釜
分
団
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技

第
二
十
六
回
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
石
川
地
区
大
会
は

県
消
防
協
会
石
川
支
部
主
催
で
、
去
る
七
月
十
八
日
午

前
九
時
か
ら
石
川
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
関
ら
か
れ
、
わ
が

玉
川
村
消
防
団
の
代
表
と
し
て
、
ポ
ソ
プ
車
の
部
で
竜

崎
分
間
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
北
須
釜
分
団
が
出
場
い

た
し
ま
し
た
。

両
チ

l
ム
共
、
ヨ
頃
の
練
習
の
成
果
を
充
分
発
揮
し

竜
崎
分
団
が
僅
少
の
差
で
惜
し
く
も
優
勝
を
逸
し
準
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

北
須
釜
分
間
は
、
優
勝
め
ざ
し
て
善
戦
健
闘
し
ま
し

た
が
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
優
勝
な
ら
ず
惜
し
く
一
一
一

たまかわ広報

北分団〈小型ポンプ〉惜しくも三位

位
と
な
り
ま
し
た
0

・
竜
崎
、
北
須
釜
分
団
と
も
団
の
名
誉

に
か
け
て
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
、
訓

練
と
、
朝
夕
の
練
習
を
重
ね
、
そ
の
成

果
を
キ
ピ
キ
ピ
と
披
露
、
会
場
か
ら
そ

の
機
敏
な
行
動
と
正
確
さ
、
速
さ
に
賞

讃
の
声
が
も
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
応
援
に
は
、
幹
部
、
団
員
、

家
族
総
ぐ
る
み
で
「
必
勝
」
と
大
書
さ

れ
た
ノ
ボ
り
を
お
し
立
て
て
の
大
応
援

は
大
会
の
ム
!
ド
を
一
層
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
善
戦
健
闘
さ
れ
ま
し
た
荷
チ
!
ム
の

選
手
諸
君
に
そ
の
労
と
功
績
に
た
い
し

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
度
い

と
思
い
ま
す
。

尚
、
当
日
の
出
場
選
手
を
ご
紹
介
申

し
上
げ
ま
す
。

。
竜
崎
分
団
(
ポ
ン
プ
車
の
部
〉

指

揮

者

佐

藤

昇

一

番

員

小

林

則

二
番
目
民
小

林

一
イ中喜

三

番

員

上

野

雄

四

番

員

湯

沢

勝

。
北
須
釜
分
団
川
小
型
ポ
ン
プ
〉

指

揮

者

榊

一
枝

栄
和

8月T臼は
省エネルギーの日

一
番
員

一
番
員

二
番
員

草鈴関

県
単
土
地
整
備
事
業
な
ど
発
注

ポンプ車の部で準優勝の竜崎分団

去
る
六
月
三
日
及
び
七
月
十
四
日
、

国
県
補
助
及
び
村
単
工
事
等
'に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
入
札
を
し
ま
じ
た
と
こ
ろ
次

の
と
お
り
の
落
札
と
な
り
ま
し
だ
り
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ハ
門
県
単
土
地
整
備
事
業
〈
道
路
)
山

小
麗
丸
内
田
地
内
、
延
長
一
ニ

O
O米

巾
員
四
米
、
落
札
価
格
七
、
一
二
五

O

千
円
、
落
札
者
小
林
建
設
(
中
〉

口
県
単
農
業
用
用
排
水
路
等
安
全
施

設
整
備
事
業
〈
竜
崎
馬
場
作
田
地

内
〉
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
工
事
延
長
一

一
O
米
落
札
価
格
七

O
O千
円
、
落

札
者
熊
田
建
設
(
川
辺
〉

同
県
単
治
山
事
業
ハ
玉
川
一
小
西
側

地
内
〉
磯
暗
渠
及
び
土
留
工
事
、
落

札
価
格
三
、
八
八

O
千
円
、
落
札
者

岩
谷
建
設
(
中
)

制
村
単
治
山
事
業
ハ
玉
川
一
小
西
側

地
内
)
植
栽
工
矛
び
排
水
路
工
事

落
札
価
格
一
ニ

O
O千
円
、
落
札
者
岩

谷
建
設
(
中
〉

同
村
単
橋
梁
架
替
工
事
ハ
南
須
袋
小

A 

野木根

新安勝

夫

半
弓
地
内
〉
延
長
七
、
一
ニ

O
米、

巾
員
四
、
八
米
、
ι

落
札
価
格
四
、
七

O
O千
円
、
落
札
者
湯
沢
組
(
竜

崎
)
以
上
建
設
課

約
一
防
火
水
槽
新
設
工
事
(
竜
崎
原
作

問
地
内
〉
、
落
札
価
格
一
、
九

0
0

千
円
、
落
札
者
湯
沢
組
(
竜
崎
)

倒
防
火
水
槽
新
設
工
事
(
山
小
屋
水

内
地
内
〉
、
落
札
価
格
一
、
六
五

O

千
円
、
落
札
者
鈴
木
建
設
(
中
〉
、

以
上
二
件
企
画
課

右
七
件
に
つ
い
て
は
七
月
三
日
入
札

利
道
路
改
良
工
事
(
北
須
釜
五
升
蒔

地
内
〉
延
長
五
二
三
米
、
巾
員
五

米
、
落
札
価
格
五
二
、
ニ

O
O千
円

落
札
者
湯
沢
組
(
竜
崎
〉

ω
舗
装
新
設
工
事
(
北
須
釜
沢
目
木

地
内
)
延
長
一
、

O
二

O
米
、
巾
員

七
J
五
米
落
札
価
格
一
七
、

0
0
0

千
円
、
落
札
者
志
賀
建
設
(
石
川

町
〉
、
以
上
二
件
に
つ
い
て
は
七
月

十
四
日
入
札
、
建
設
課



3 

一

、

趣

旨

各
家
庭
に
お
い
て
交
通
安
全
に
関
す

る
話
合
い
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り

国
民
一
人
一
人
の
交
通
安
全
意
識
の

一
一
層
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
「
交
通
安
全
家
庭
会
議
」
の

普
及
を
図
り
、
そ
の
良
い
実
践
例
を

募
る
た
め
、
交
通
安
全
家
族
会
議
に

関
す
る
作
文
を
募
集
す
る
。

ニ

、

主

催

総
理
府
、
社
団
法
人
日
本
交
通
福
祉

協
会
、
社
団
法
人
全
国
交
通
安
全
母
'

の
会
連
合
会
及
、
ひ
ρ

財
団
法
人
全
日
本

交
通
安
全
協
会
の
共
催
と
す
る
。

一ニ、
r

主
題
り
「
我
が
家
の
交
通
安
全
」

各
家
庭
に
お
げ
る
交
通
安
全
に
関
す

る
話
合
い
の
内
容
、
方
法
等
に
つ
い

て。

(2) (1) 、(3)(2) 
、募

応の主集ー母
募広催の般親
方報者方のの
法をは法部部
は行
:、う広
直もく
接の募
郵と集
送すの
に'るた
よ。め

び
ア
一
年
生
Y

の
部
刻
一一

イ
、
小
学
校
中
学
年
(
一
一
一
年
生
及

び
四
年
生
)
の
部

ゥ
、
を
小
学
校
高
学
年
(
五
年
生
及

び
六
年
生
)
の
部
門

ェ
、
中
学
生
の
部
門

る
も
の
と
し
、
送
り
先
は
、

一小

、
中
学
生
の
部
に
つ
い
て
は
社

団
法
人
日
本
交
通
福
祉
協
会

母
親
の
部
及
び
一
般
.
の
部
に
つ

い
て
は
総
理
府
交
通
安
全
対
策

窪
と
す
る
。

一
八
月
は
、
福
祉
年
金
の
受
給
者
が
国
福
祉
年
金
は
、
一
定
額
以
上
の
所
得
一

一
民
年
金
証
書
を
、
市
区
町
村
役
場
に
提
が
あ
っ
た
り
、
他
の
公
的
年
金
を
受
け
一

一

出

す

る

月

で

す

。

て

い

た

り

す

る

と

、

支

給

を

停

止

さ

れ

一

一
こ
の
手
続
き
を
す
れ
ば
、
向
う
一
年
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
毎
年
一
一
回
一

一
間
の
福
祉
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
国
民
年
金
証
書
と
一
緒
に
「
所
得
状
況
一

一
八
月
は
福
祉
年
金
証
書
の
提
出
を
一

一
か
が
決
ま
り
ま
ナ
o

も
し
、
こ
の
捻
出
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
わ
け
で
一

一
が
お
く
れ
ま
す
と
、
次
の
十
一
月
支
給
す
。
そ
の
と
き
は
、
必
ず
印
鑑
を
忘
れ
一

一

分

の

福

祉

年

金

を

受

け

ら

れ

な

い

こ

と

ず

お

持

ち

く

だ

さ

い

。

一

一

が

あ

り

ま

す

。

一

安
全
は

ゆ
ず
り
合
い

マ
ナ

j
と

ゆ
と
り
と

」
ー
と
込
岡
田
恥
・
ぉ

v
R
E
〉
同
か
ら

し
つ
け
か
ら

八

ヨ

毒
O
最
優
秀
、
総
理
府
総

γ長
官
賞

ω小
、
中
学
生
の
部

小
学
校
低
学
年
の
部
門
、
小
学
校

白
川学
年
の
部
門
、
J
f

小
学
校
高
学
年

の
部
門
及
び
中
学
生
の
部
各
一
名

計
四
名
。

ω母
親
の
部
一
名

ω一
般
の
部
一
名

。
入
選
、
内
閣
総
理
大
臣
官
房
交
通

安
全
対
策
室
長
賞

ω小
、
中
学
生
の
部
、
各
学
年
十
名

以
内
、
計
九
十
名

ω母
親
の
部
十
名
以
内
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大

ゐ、
コま

南
須
釜
(
松
川
)
四
年
連
続
優
勝

公
民
館
主
催
に
よ
る
第
十
一
回
村
民

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
第
十
六
回
家
庭

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
去
る
六
月
二

十
九
日
、
須
釜
小
学
校
々
庭
(
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
〉
玉
川
村
体
育
館
(
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
〉
で
、
三
百
余
り
の
選
手
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
詰
め
か
け
た
大
勢
の
観
客
か

ら
熱
の
こ
も
っ
た
声
援
が
お
く
ら
れ

選
手
も
こ
れ
に
こ
た
え
、
随
所
に
好
プ

レ
ー
が
続
出
、
白
熱
し
た
好
試
合
を
展

開
し
ま
し
た
。

尚
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昭和55年 8月1日

④
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

会
場

一
回
戦
蒜

須
釜
小
学
校
校
庭

生
M
1
6
山
小
屋

ー炉

熱
戦
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

二
回
戦

蒜北)f!
中須
生釜辺
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須法
辺釜寺辻

ー砂

レ

ボ

ル

準
決
勝

小

高

8
1
1
北
須
釜

竜

崎

ロ

1
5
吉

中

M
1
2

蒜

竜

崎

3
1
1

小

中

7
1
0

竜

勝

昌

③
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

決

会
場
玉
川
村
体
育
館

A
*フ
ロ
ッ
ク

1
位
南
須
釜

3
勝

2
位
山
小
屋

2
勝
1
敗

3
位

小

高

1
勝
2
敗

4
位

蒜

生

3
敗

B
.フ
ロ
ッ
ク

1
位

川

辺

2
位
北
須
釜

3
位

中

4
位

四

辻

C
ブ
ロ
ッ
ク

1
位
岩
法
寺

2
位

吉
J

2
勝

1
敗

2
勝

1
敗

2
勝

1
敗

3
敗
2
勝
1
勝

1
敗

3
位
竜

決
勝
リ

i
グ
優

勝

準
優
勝

3
0位

崎

2 
敗

南
須
釜

川

辺

岩
法
寺

2
勝
1
勝

1
敗

2
敗

。守
οψ

ふV
ふV
ふγ
令。
ψ

令
。
ャ
ふ
γ
ふV
o
ψ
ο
ψ
ο
ψ

疲
れ
、
だ
る
さ

ふ
ο
や
や
οψ

令
令
。
ω
。。惨
ο
惨
や
ふ
V
ふV
令

崎高生

高
温
多
湿
の
う
っ
と
お
し
い
季
節
。

何
を
す
る
に
も
体
が
だ
る
く
、
疲
れ
や

だ
る
さ
を
訴
え
る
人
が
ふ
え
て
き
ま

す。
十
分
な
睡
眠
や
調
和
の
と
れ
た
食
事

適
度
な
運
動
で
、
そ
の
日
の
疲
れ
は
そ

の
日
の
う
ち
に
取
り
去
り
、
翌
日
ま
で

残
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
口
に
疲
れ
、
だ
る
さ
と
い
っ
て
も

病
気
の
症
状
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
場
合

と
、
病
気
と
は
無
関
係
に
起
こ
る
場
合

が
あ
り
、
そ
の
区
別
は
医
師
の
診
断
に

ゆ
だ
ね
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
と
い
っ
た
病
気
が

な
く
て
も
起
こ
る
疲
れ
、
だ
A

る
さ
は

睡
眠
不
足
や
過
労
な
ど
生
活
そ
の
も
の

の
不
合
理
・
不
健
全

l
lつ
ま
り
生
活

の
ひ
ず
み
が
原
困
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
疲
れ
、
だ
る
さ
の
原
因

は
、
病
気
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ま

ま
の
状
態
が
続
く
と
本
当
に
病
気
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
に
、
心
身
は
生
活
の
ひ
ず
み
改
善
を

訴
え
る

l
!こ
の
訴
え
が
疲
れ
で
あ
り

だ
る
き
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
よ
い
で
し

ょ
〉
フ
。で
す
か
ら
、
疲
れ
、
だ
る
さ
を
感
じ

た
ら
、
次
の
よ
う
な
生
活
の
ひ
ず
み
を

再
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
運
動
不
足
〉

体
全
体
の
適
度
な
筋
肉
疲
労
が
足
り

な
い
た
め
に
、
か
え
っ
て
疲
れ
る

i
i

疲
れ
な
い
か
ら
疲
れ
る
、
と
い
う
症
状

で
す
。
適
度
な
運
動
を
。

〈
休
養
・
睡
眠
不
足
)

心
身
両
面
の
、
能
率
の
よ
い
休
養
が

必
要
で
す
。
体
の
疲
れ
は
睡
眠
に
よ
っ

て
解
消
さ
れ
ま
す
が
、
頭
や
心
の
疲
れ

は
限
る
だ
け
で
〆
は
不
十
分
で
、
気
分
転

換
や
運
動
が
不
可
決
で
す
。

(
食
生
活
の
偏
り
)

栄
養
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
体
の
機
能

に
い
ろ
い
ろ
な
障
害
を
引
き
起
こ
し
ま

す
が
、
疲
れ
、
だ
る
さ
は
そ
の
前
ぶ
お

と
も
い
え
ま
す
。
献
立
の
見
直
し
を
。

〈
ス
ト
レ
ス
の
蓄
積
〉

精
神
的
な
疲
労
は
、
気
づ
か
れ
の
多

い
現
代
社
会
を
象
徴
し
て
い
る
と
も
い

え
ま
す
。
い
い
意
味
で
の
、

H

遊
び
H

を
生
活
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

:@ 

匂う
~ ~(( 

第4田村長杯野球大会

玉川クラブ初優勝

d 
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準優勝は須釜クラブ

第
四
回
村
長
杯
野
球
大
会
は
、
七

月
十
三
日
、
七
月
二
十
日
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
、
玉
一
小
、
須
釜
小
校

庭
で
行
な
わ
れ
十
五
チ
l
ム
が
参
加

し
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し

た。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
0

0
一
回
戦

須
釜
ク
ラ
ブ

4
J
3
ピ
ク
ト
リ
ー

須
釜
フ
ア
ァ

1
1
6
大
寺
グ
ラ
ブ

タ

l
ス

泉
郷
ク
一
フ
プ

1
1
1
東
京
精
エ

ハ
抽
せ
ん
勝
〉

ス
ネ
!
ク

8
1
5
川
辺
ク
ラ
ブ

4
l
L
ピ
ッ
ク
J
a
i

l
司

4

4

グ
ル
ズ

7
1
3
駒
木
根
ク
ラ

フ

奥
野
電
機

中
青
年

一
川
リ
ン
カ

1
9
1
3
玉
川
村
役
場

。
二
回
戦

須
釜
グ
ラ
ブ

5
1
0
須
釜
フ
ア
イ

ダ

l
ズ

泉
郷
グ
ラ
ブ

8
1
0
ス
ネ
l
ク

玉
川
ク
ラ
ブ

7
1
0
奥
野
電
機

ド
リ
ン
カ
!

ス

1
2中
青
年

。
準
決
勝

須
釜
ク
ラ
ブ

2
J
O
泉
郷
グ
ラ
ブ

玉
川
ク
ラ
ブ
ロ
J

4
灯
リ
ン
ヵ

i

。

決

勝

玉
川
ク
ラ
ブ

2
J
1
須
釜
ク
ラ
ブ
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。
相
続
と
税
金

相
続
税
は
、
相
続
な
ど
で
財
産
を
も

ら
っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。

遺
産
を
相
続
す
る
場
合
、
相
続
人
が

だ
れ
か
と
か
、
遺
産
を
ど
う
分
け
る
か

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
た
め

複
雑
な
税
金
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
相
続
税
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま

し
ょ
う
。

相
続
税
は
、
①
遺
産
総
額
か
ら
債
務

や
葬
式
費
用
の
額
を
差
引
い
て
「
正
味

の
遺
産
額
」
を
計
算
し
、
②
こ
の
「
正

味
の
遺
産
額
か
ら
基
礎
控
除
(
二
千
万

円
+
四
百
万
円
×
法
定
相
続
人
数
)
を

差
引
い
た
残
額
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
各
相
続
人
の
相
続
税
額

は
前
記
①
、
③
で
計
算
し
た
税
額
を
各

相
続
人
が
相
続
な
ど
で
も
ら
っ
た
遺
産

の
持
分
割
合
で
あ
ん
分
し
た
金
額
で
す

が
、
相
続
人
が
死
ん
だ
人
の
配
偶
者
の

と
き
、
あ
る
ト
は
未
成
年
者
や
障
害
者

の
と
き
は
税
額
控
除
が
あ
り
、
そ
の
人

の
相
続
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

5 

相
続
税
の
申
告
は
、
相
続
開
始
の
日

の
翌
日
か
ら
六
か
月
以
内
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
詳
細
は
最
寄
り
の

税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
た
づ
ね
下

さ
い
。

。
贈
与
と
税
金

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら

っ
た
と
き
に
、
も
ら
っ
た
人
に
か
か
る

税
金
で
す
。

相
続
で
財
産
を
も
ら
っ
た
人
に
は
相

続
税
が
か
か
り
ま
す
が
、
生
前
に
贈
与

が
行
わ
れ
る
と
そ
れ
だ
け
相
続
税
が
軽

く
な
り
、
生
前
に
贈
与
を
受
け
た
人
と

受
け
な
い
人
と
の
聞
に
税
金
の
面
で
不

公
平
が
生
じ
る
た
め
、
生
前
の
贈
与
に

は
贈
与
税
が
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。そ
こ
で
、
よ
く
問
題
に
な
る
の
は
親

族
間
で
の
金
銭
貸
借
で
す
。
貸
借
そ
の

‘
目
白
=
=
=
-
日
開
祖
国
圃
=
=
=
・
目
闘
固
目
=
=
=
=
薗
園
田
昌
=

も
の
は
贈
与
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
俗
に

い
う
「
あ
る
時
払
い
の
催
告
な
し
」
と

か
「
出
世
払
い
」
の
場
合
は
贈
与
と
み

な
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
金
銭
の
や
り
と

り
な
し
で
不
動
産
や
株
式
の
名
義
を
変

更
し
た
り
、
債
務
を
免
除
し
た
り
肩
代

わ
り
し
て
も
ら
っ
た
:
:
:
な
ど
経
済
的

利
益
を
受
け
た
場
合
も
贈
与
に
な
り
ま

す。き
れ
い
な
水
は
心
を
な
ご
ま
せ
ま
す

有
リ
ン
洗
剤
は

水
質
を
悪
化
さ
せ
る

合
成
洗
剤
に
含
ま
れ
て
い
る
ヲ
ン
が

川
や
海
の
水
質
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
最
近
で
は

H

無
リ
ン
H

あ
る
い
は
、

H

底
リ
ン
H

と
表
示
し
た

合
成
洗
剤
を
百
頭
で
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
合
成
洗
剤
は
石

贈
与
税
の
申
告
は
、
贈
与
を
受
け
た

年
の
翌
年
二
月
一
日
か
ら
一
一
一
月
十
五
日

ま
で
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
一

年
間
に
も
ら
っ
た
財
産
の
価
格
が
六
十

万
円
以
下
の
と
き
は
申
告
の
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

詳
細
は
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務
相

談
室
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

建
反
ハ
リ
紙
等
を
な
く
そ
う

i
i屋
外
広
告
物
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
l
i
i

八
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま

で
県
内
一
円
で
、
屋
外
広
告
物
を
き

れ
い
に
す
る
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す。
美
観
の
維
持
、
危
害
の
防
止
の
た

め
に
村
民
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
、
野

立
、
看
板
は
、
知
事
の
許
可
を
得
な

け
れ
ば
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

許
可
を
得
な
い
は
り
紙
、
は
り
札

立
看
板
は
、
屋
外
広
告
物
法
に
基
づ
き

即
時
除
去
さ
れ
ま
す
。

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
の
問
い
あ
わ

せ
は
県
石
川
土
木
事
務
所
総
務
課
、

T

E
L
、

O
二
四
七
二

J
六
J
一
二
三
八

へ
ど
う
ぞ
御
連
絡
御
相
談
下
さ
い
。

=
園
田
園
圃
=
=
=
・
目
回
目
回
国
=
=
=
-
圃
贋
a
E
E
-
-
-
=
=
-

油
を
原
料
に
つ
く
ら
れ
ま
す
が
、
洗
剤

と
し
て
の
効
力

l
洗
浄
力

i
を
増
す
た

め
に
リ
ン
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

リ
ン
は
、
窒
素
と
な
ら
ん
で
動
植
物

の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
の
一
つ

で
す
c

と
こ
ろ
が
、
合
成
洗
剤
の
排
水

を
は
じ
め
工
場
排
水
や
農
業
排
水
に
含

ま
れ
る
リ
ン
や
窒
素
が
、
湖
水
や
湾
な

ど
の
出
入
り
の
少
な
い
「
閉
鎖
性
水

域
」
に
大
量
に
流
れ
こ
む
と
、
水
質
は

肥
よ
く
化
し
、
い
わ
ば
栄
養
過
多
の
状

態
l
富
栄
養
化
現
象
と
い
い
ま
す
!

こ
の
結
果
、
藻
類
な
ど
の
水
生
生
物

が
異
状
繁
殖
し
、
水
質
が
悪
化
す
る
た

め
、
魚
介
類
の
生
息
に
悪
影
響
を
お
よ

ぼ
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
水
質
悪
化
を
防
ぐ
た
め

に
、
県
、
国
(
環
境
庁
)
で
は
先
ご
ろ

』
闘
国
掴
個

E・・圃・・'

「
富
栄
養
化
対
策
」
の
一
つ
と
し
て

リ
ン
を
含
む
合
成
洗
剤
の
使
用
を
自
粛

し
、
無
リ
ン
ま
た
は
低
リ
ン
の
洗
剤
や

石
け
ん
の
使
用
を
広
め
る
方
針
を
打
ち

出
し
ま
し
た
。

無
リ
ン
洗
剤
は
、
リ
ン
に
代
わ
る
新

し
い
成
分
を
配
布
し
て
作
ら
れ
た
も
の

で
、
り
ン
を
ま
っ
た
く
含
ま
な
い
合
成

洗
剤
で
す
。

ま
た
、

F

底
リ
ン
H

と
は
、
リ
ン
の

含
有
量
が
一
定
以
下
に
抑
え
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

水
は
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
最
も

大
切
な
資
源
で
す
。
水
を
保
護
し
、
わ

た
し
た
ち
自
身
の
生
活
環
境
を
守
る
た

め
に
、
無
リ
ン
、
底
リ
ン
洗
剤
や
石
け

ん
へ
の
切
り
替
え
が
望
ま
れ
て
い
ま

す。
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女
性
の
年
令
別
労
働
力
率
(
十
五
才

以
ど
の
人
口
に
占
め
る
労
働
力
人
口
の

割
合
)
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

横
に
年
令
、
た
て
に
労
働
力
率
を
と

っ
て
図
表
化
し
ま
す
と
、
砂
漠
の
交
通

機
関
で
あ
る
ラ
ク
ダ
の
背
の
よ
う
な
二

つ
の
こ
ぶ
を
持
っ
た
曲
線
を
描
き
ま

す。
こ
れ
が
「
ふ
た
こ
ぶ
曲
線
」
と
か

「M
字
型
曲
線
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

年
令
別
に
見
た
女
性
の
就
業
状
態
を
よ

く
表
し
て
い
ま
す
。

第
一
の
こ
ぶ
は
、
二
十
J
二
十
四
才

第
二
こ
ぶ
は
四
十
五

l
四
十
九
才
が
頂

点
で
、

H

谷
底
1
一
、が
二
十
五
J
一
ニ
十
四

才
に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
か
谷
底
現
象
η

は
、
結
婚
や
育

児
な
ど
で
職
場
を
離
れ
る
女
性
が
増
え

る
た
め
に
起
こ
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
四
十
五
~
四
十
九
歳
を

争
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「
私
は
何
時
ま
で
も
、
こ
の
観
音
様
に
も
続
い
た
或
る
日
、
た
き
木
を
ひ
ろ
い

住
み
留
守
居
役
の
仕
事
を
続
け
た
い
と
に
出
た
、
フ
ガ
フ
ガ
ば
あ
さ
ん
が
お
堂

思
っ
て
い
ま
す
、
ど
う
か
お
そ
ろ
し
い
の
西
側
に
建
っ
て
あ
る
阿
弥
陀
様
の
あ

目
に
あ
わ
せ
な
い
で
下
さ
い
」
と
お
祈
た
り
ま
で
行
く
と
大
木
の
よ
う
な
大
蛇

、品
一

り
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
手
は
、
ふ
っ
と
が
行
く
手
に
横
た
わ
っ
て
い
る
で
は
な

消
え
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
い
か
、
び
っ
く
り
仰
天
そ
の
場
に
腰

ぅ

。

を

放

か

し

て

し

ま

っ

た

。

し

か

し

信

仰

心
の
厚
い
、
ば
あ
さ
ん
の
こ
と
、
こ
れ

こ
そ
神
仏
の
化
身
で
あ
ろ
う
と
心
を
落

ち
つ
け
、
一
心
に
観
音
様
を
伏
し
拝
み

再
び
こ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
お
姿
を
現

わ
さ
な
い
よ
う
に
と
願
っ
た
と
こ
ろ
大

蛇
の
姿
は
消
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
伝
六
じ
い
さ
ん
夫
婦
は

何
事
も
な
く
寵
堂
に
住
ん
で
い
た
が

よ
る
年
な
み
に
は
勝
て
ず
じ
い
さ
ん
は

こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
ば
あ
さ

ん
の
話
に
よ
れ
ば
、
じ
い
さ
ん
が
亡
く

な
っ
た
晩
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
音
楽

6 
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ひ
と
昔
前
ま
で
は
「
職
場
の
花
」
な

ど
と
い
わ
れ
た
働
く
女
性
で
す
が
い
ま

で
は
朔
ん
で
る
女
」

が
流
行
語
に
な
る
な

ど
、
仕
事
に
対
す
る

婦
人
の
意
識
は
も
ち

ろ
ん
、
婦
人
を
見
る

社
会
の

H

目
H

も
大

き
く
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。

そ
う
し
た
働
く
女

性
の
姿
!
ー
ー
ラ
イ

フ
、
サ
イ
ク
ル
ー
ー
ー

の
変
化
を
わ
た
し
た

ち
に
教
え
て
く
れ
る
の
が
、
国
勢
調
査

の
「
ふ
た
こ
ぶ
曲
線
」
で
す
。
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私
が
子
供
の
頃
、
岩
法
寺
観
音
様
の

こ
も
り
ど
う

籍
堂
に
老
夫
婦
が
留
守
居
役
と
し
住
ん

で
い
た
。
じ
い
さ
ん
の
名
は
伝
六
と
言

い
、
ば
あ
さ
ん
は
通
称
「
フ
ガ
フ
ガ
ば

あ
さ
ん
」
ま
た
は
観
音
ば
あ
さ
ん
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
二
人
共
、
極
め
て

善
良
な
人
で
観
音
堂
境
内
の
掃
除
、
参

詣
人
の
世
話
な
ど
良
く
や
っ
て
い
た
か

ら
部
落
民
の
評
判
も
至
っ
て
よ
く
、
特

』
F
』

J

、

に
お
寵
り
信
者
等
か
ら
は
大
変
重
宝
が

ら
れ
て
い
た
。

岩
法
寺
観
音
様
の
留
守
居
役
に
は

こ
の
人
達
の
前
に
も
後
に
も
、
何
人
か

の
者
、が
努
め
住
み
込
ん
で
い
た
が
、
こ

かわたま

れ
等
の
人
達
の
殆
ど
が
、
い
ろ
い
ろ
不

思
議
な
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る。
そ
の
一
つ
、
伝
六
夫
婦
が
語
っ
て
い

た
次
の
よ
う
な
出
来
ご
と
を
紹
介
し
よ

う
。
こ
れ
は
伝
六
夫
婦
が
住
み
込
ん
で

ま
た
日
も
浅
い
頃
の
出
来
ご
と
で
あ

ろ
ば
た

る
。
或
る
晩
、
い
つ
も
の
よ
う
に
炉
端

で
火
に
あ
た
っ
て
い
る
と
、
そ
こ
に
、

に
ゆ
ー
っ
と
、
大
き
な
手
が
現
れ
た
か

と
思
う
と
燃
え
さ
っ
た
木
を
つ
つ
く
ら

う
の
で
は
な
い
か
、
一
瞬
わ
が
目
を
う

ぎ
よ
う
て
ん

た
が
う
程
、
び
っ
く
り
仰
天
し
た
が
、

我
に
か
え
る
と
観
音
様
に
手
を
合
ぜ

そ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
、
お
堂
の
ま

わ
り
の
山
は
百
年
以
上
も
た
つ
た
か
と

思
わ
れ
る
杉
や
ひ
ば
、
く
が
の
大
樹
に

覆
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
夜
と
も
な
る
と

シ
ン
シ
ン
と
静
ま
り
か
え
っ
て
い
た
。

せ
い
じ
ゃ
〈

あ
る
晩
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
静
寂

を
破
っ
て
、
の
こ
ぎ
り
で
木
を
切
る
音

が
し
ば
ら
く
続
い
た
か
と
思
う
と
、
地

ひ
び
き
を
た
て
て
大
木
が
倒
れ
る
音
が

し
た
。
お
ど
ろ
い
て
翌
朝
み
て
み
る
と

ど
こ
に
も
木
を
切
っ
た
跡
な
ど
見
当
ら

な
い
、
こ
ん
な
不
思
議
な
こ
と
が
幾
晩

頂
点
と
す
る
第
二
の
こ
ぶ
は
、
昭
和
三

十
五
年
以
降
、
高
度
経
済
成
長
に
よ
る

第
二
次
、
第
三
次
産
業
の
発
展
と
と
も

に
年
々
大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
子
供
が
学
校
に
通
う
よ

う
に
な
っ
て
、
育
児
に
さ
ほ
ど
手
が
か

か
ら
な
く
な
っ
た
女
性
の
グ
職
場
復

帰
η

が
増
え
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
現
在
の
わ
が

国
の
働
く
女
性
は
、
二
千
百
六
十
万

人
。
男
性
も
含
め
た
労
働
力
人
口
全
体

の
約
四
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
女
性
の

労
働
力
率
は
四
七
・
六
%
で
お
お
よ
そ

二
人
に
一
人
が
働
い
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
国
勢
調
査
で
は
、
ど

ん
な
「
ふ
た
こ
ぶ
曲
線
」
が
描
か
れ
る

で
し
ょ
う
。

;
 

一祉一
一公一
言
冗
一
一専一
一本一
一日一;
 

あなたの街です二自然です;

ーグ

が
き
こ
え
で
き
て
、
そ
れ
は
、
そ
れ
は

と
て
も
賑
や
か
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

伝
六
じ
い
さ
ん
の
葬
式
は
、
部
落
の

人
達
の
手
で
ね
ん
ご
ろ
に
取
り
行
わ
れ

た
が
送
葬
の
途
中
、
や
は
り
不
思
議
な

楽
の
音
が
聞
え
て
き
た
と
い
う
。
以
上

の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
は
代
々
の
留

守
居
の
人
達
が
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
経

験
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
留
守
居
に
住
み
込
ん
だ
人
達
の
心
を

た
め
す
為
の
神
仏
の
な
す
業
だ
と
大
方

の
部
落
民
は
信
じ
、
ま
た
伝
六
じ
さ
い

ん
の
野
辺
送
の
時
に
き
こ
え
て
き
た
楽

の
音
は
、
と
り
わ
け
好
人
物
で
あ
っ
た

伝
六
じ
い
さ
ん
を
、
仏
様
が
極
楽
へ
み

カ
な

ち
び
く
為
に
奏
で
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

(
草
野
豊
)
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昭
和
五
十
六
年
歌
会
始
の

お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

No. 168 

一
昭
和
五
十
六
年
歌
会
始
の
お
題

「
音
」
と
定
め
ら
れ
、ま
し
た
。

(
注
)
お
と
の
ほ
か
に
お
ん
ね
・

響
き
な
ど
、
詠
ん
で
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。

ニ
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

付
一
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
J
7

首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

∞
用
紙
は
、
半
紙
(
習
字
用
の
半
、紙
パ

(
白
紙
)
が
よ
い
。
と
じ
、
♂
毛
筆
J

一

で
自
書
し
て
下
さ
い
ρ

た
だ
し
海

外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
は
、
用
紙

は
随
意
と
し
1

毛
筆
、で
な
亡
で
も

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

同
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
毛
筆

で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
他
人
が
代
筆
し
て
も
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
筆
の

場
合
は
、
す
べ
て
そ
の
理
由
を
書

い
た
別
の
紙
を
添
え
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
盲
人
の
方
は
、
点
字

で
詠
進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

M
W
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し

開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左

半
面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

(
本
名
、
ふ
り
が
な
っ
き
)
生
年

月
日
及
び
職
業
(
な
る
べ
く
具
体

的
に
〉
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

(
書
式
図
参
照
〉

無
職
の
場
合
は
、
単
に
「
無
職
」

と
書
い
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
が
、
以
前
に
職
業
に
就
い
た
こ

と
が
あ
る
場
合
に
は
、
な
る
べ
く

昭和55年 8月1日7 

元
の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単
に

「
主
婦
」
と
書
い
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

三
注
意
事
項

次
の
場
合
む
は
、
一
詠
進
歌
は
失
格
と

な
り
ま
す
。

付
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

口
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
歌
と

同
一
又
は
著
し
く
類
似
し
た
歌
で

の
飼
関
す
る
条
例

新
聞
、
テ
レ
ビ
等
に
よ
り
、
皆
さ
ん

す
で
に
御
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が

福
島
県
危
険
な
動
物
の
飼
養
及
び
保
管

に
関
す
る
条
例
が

7
月
1
日
よ
り
施
行

さ
れ
、
今
後
、
危
険
な
動
物
を
飼
養

ま
た
は
保
管
す
る
場
合
に
は
知
事
の
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

尚
、
本
条
例
は
昭
和
田
年

7
月
1
日

施
行
で
す
が
経
過
措
置
と
し
て
、

3
カ

月
間
の
準
備
期
聞
が
認
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
の
で
現
在
、
す
で
に
危
険
な
動
物

を
飼
養
、
ま
た
は
保
管
し
て
お
り
、
叩

月
1
日
以
降
も
継
続
し
て
飼
養
、
ま
た

は
保
管
を
す
る
場
合
は
9
月
初
日
ま
で

に
知
事
の
許
可
を
愛
け
て
下
さ
い
。

※
許
可
申
請
等
手
続
き
は
石
川
保
健

所
へ

※
危
険
な
動
物
は
次
の
と
お
り

分頭

目 li 科(許可の臥) I 
11 -¥1ライオン、インドライオン、ベンガルトラ、チョウセントラ、ゾベザアトラ、チータ

11 ヰ コ 科 11 ジャ ングルキャット、ベンカソレヤマネコ、マヌルネコ、 オオヤマネコ、ポブキ ャット、カ ラカル、サーパ

11 (イエヰコを除く i11ルキキット、オワゴンヤマネコ、スナドリヰコ、オセロット、ジ+ガランディ、ピューマ、ゥ込ピョゥ、
食 11 11 

Hユキヒョウ、ジャガ町、ヒ 3ウ、クロヒョワ

ジ+コウ存コ手} 11 ，、ク ピシン、 ピン・トロング、 マンダース、 771Jカジャコウ ネコ、マレー ジャ コウネコ

けメガネ九 Yキノ ワ向、 ヒグマ j ッキ9"-7'7'7，マトグマ、ナマケ向、

Hアメワカクロクマ

科 臼
{.(，::4久タ，色村ふ毛剤 )11オオカミ、コヨーテ、ジャ yカル、セグロジf"7カ'v，タテガミオオカミ、リカオン

ハ イエナ草寺 lブチハイ エナ、 シマハイエナ

ア ライ グマ科 Hアライグマ、ハナク'マ等

イ・タテt4 11 
HH・ミンタ管制; 11アナ グマ、テ ン、 クロテン、 セジoスカンク

11 11ハヌマン ラングール、 ダスキールトン、クロ シロコロプス、 ニホンザル、バーパリエープ、 ベニガオザJレ、

11 I!タイワ ンザル、ブクオザル、 シシオザル、カニクイザJレ、ポン'1-ッ トモンキー、 ずロザル、ゲラダヒヒ、

H オナガザル1同 Hドグz ラヒヒ、チ+ク マヒヒ、マンドリル、ドリル、フクロウゲノン、カンムリゲノン、 サノぐンナモ ンキ
震:-:11 Ii 
1 11 -、 シロヱリマンカ'べ一、 ゴールデンマンガベー.ハナジロゲノ ン、 ダイアナモ ンキー、モナザJレ

『 昨 ムー 7-モンキー、アカゲFサ'ル、トクモンキー、マントヒヒ

戸オ マキ ザル科 11 
〈 ヲ スデルそ獄<>.~ 11 ヨザル、ジェフロイクモザル、クロクモザJレ等

fナガザパ 11シロテテナガザル、ポウシテナガザJレ、 シロマユテナガザル、フクロテナガザル

打 ント 夕刻 11オラ ントタン、チ ンパンジー、ゴリラ等

長鼻日 11 ゾ ウ 科 11インドゾゥ、 アフリカゾウ等

11 カ パ科 11カパ
てい 11 H 

偶蹄呂 11 キリン科 11キリン

l -ラ ク ダ科 11 ヒトコブラクダ、フタコブラクダ、円、グァナコ

did サ イ 科 11インドサイ、スマトラサイ、シロザイ、クロサイ

ポ ア 科 11 イジドニシキヘビ、ァミメニシキヘビ、レインボーポア等

コ プ ラ 科 11キングコブラ、タ イワンコブラ等

ク サリ ヘピ科 11 
hj， ~~J. <)'_ 'N" 11アオハプ、バシフィックガラガラへピ等

オオトカゲ科 11 "モドオオトカゲ、 ナイルオオト カゲ等

ドクトカゲ科 11メキシコドクトカゲ、アメリカドタトカゲ等

ワニ目 11 ワ ニ 科 11ナイ川ニ、 メガヰカ イマ ン、 2 ピ干カイマン、イ ンドガピアル

レア目 11 レ ア 同 11レア等

ヒクィ 11 ヒYクイドリ科 11ヒ7イドリ

ドワ目 11 エミュー科 11エミュー

ダチョウ司iダチョウ科 11ダチ ョウ
' コンドル科 11コンドル等

ワ シタカ 科 11ハゲワシ等

ハヤ ブサ科 11ハヤブサ等

へピクイワシ科 11へピクイワシ

毒を有する節足動物 11さそり

本
年
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま

で
と
し
て
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印

が
十
月
十
一
日
ま
で
の
も
の
を
有
効

と
し
ま
す
。

五
郵
便
の
あ
て
先

「
干
川
東
京
都
千
代
田
区
一
番
一

号
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
つ
詠
進
〉

歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
図

詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
式

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
G

活

六
以
上
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
れ
ば
、
直

接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信

用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、

九
月
末
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

~ 組の物動な険危

肉

.鳥

目

額

晴ほ

類

乳

(約

μ
セ
.
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

職 郵番便号

業 氏ふ ( 折
z日~ 

り住目
'--ノ

官が
日
生名な所

~Iヰ M
|有餓自
虫

E重

煩|ワシタカ目

烏

(約33センチメートル)
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n 
1刊
‘a a努亀

秋
に
、
白
州
中
地
区
を
中
心
に
開
催
さ

れ
る
県
芸
術
祭
佐
絵
画
展
会
場
が
常
葉

町
公
民
館
に
決
り
、
作
品
の
募
集
を
し

て
お
り
ま
す
。

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
八
田
村
の
絵

v。

題
材
は
自
由
で
す
が
、
日
本
画
か
洋

岡
、
百
号
を
限
度
と
し
、
ひ
と
り
二
点

以
内
。参
加
申
込
み
は
、
各
地
区
の
公
民
館

を
通
じ
て
常
葉
町
公
民
館
あ
て
、
〆
切

は
八
月
三
十
一
日
で
す
。
出
品
料
は
あ

り
ま
せ
ん
。

展
示
は
十
月
二
十
四
日
か
ら
五
日
間

で
十
月
十
五
日
に
搬
入
し
て
い
た
だ
く

社、民、
h
k
、、L
、』
K
耳、、.、
h
F
b
、、.
F
旬、民、.、、』量、、』、
b
k
・‘、降、‘る
h
句、齢、なぞ
h
k
号、、骨、、、』、
h
v
k
F
h
、.、

村
で
は
、
年
次
計
画
に
よ
り
消
防
力

の
整
備
拡
充
を
は
か
つ
て
居
り
ま
す
が

今
年
も
消
防
の
機
動
力
強
化
の
た
め

小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
発
注
し
て
居
り
ま

し
た
が
、
去
る
七
月
二
十
一
日
川
辺
分

団
へ
配
備
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

昭和55年 8月 1日

小型動力ポンプを配置

No. 168 たまかわ

'̂ 川辺分団

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
参
加
を
、
心
か
ら
お
待
ち

し
て
い
ま
ム
9
0

現
況
屈
は

期
日
ま
で
に

八
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
が
現
況

届
を
提
出
す
る
時
期
で
す
。

こ
の
屈
は
あ
な
た
や
家
族
の
状
態
な

ど
に
変
化
が
な
い
か
を
調
べ
る
大
切
な

手
続
き
で
す
。
も
し
提
出
し
な
か
っ
た

り
、
遅
れ
た
り
じ
ま
す
と
手
当
の
支
給

が
止
ま
っ
た
り
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
ず
か
ら
必
ず
期
日
ま
で
に
正
し

く
記
入
の
上
役
場
(
住
民
課
)
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

。lIill分団に配置された小型ポンプ〉

公
民
館
で
は
ダ
ン
ス
教
室
を
5
月
か

ら
毎
月
第
一
、
第
一
一
一
土
曜
日
午
後
7
時

J
9
時
の
日
程
で
開
催
し
て
お

り
ま

す
。
現
代
の
生
活
を
楽
し
く
過
す
た
め

あ
な
た
も
練
習
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

ミ

O

ム
μ

在
宅
当
番
医

変
更
の
お
知
ら
せ

9
月
日
日

J

矢
内
(
医
)
が
杏
林
立
(
医
)
に

日
月
ロ
日
杏
林
立

(医
)
、
が
矢
内
(
医
)
に

そ
れ
ぞ
れ
変
更
に
な
り
ま
す
。

忘
れ
物
(
腕
時
計
)
の
お
知
ら
せ

去
る

7
月
4
日
の
総
合
検
診
(
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
前
)
の
際
に
循
環
器
二

次
検
診
者
(
心
電
図
、
眼
底
検
査
〉
に

女
性
用
の
腕
時
計
を
忘
れ
た
方
が
あ
り

ま
す
の
で
、
心
当
り
の
方
は
役
場
住
民

課
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

〉住 8': 
〉民
〉課月〈
J衛
?生 1
(関
i係;
〉事

?業 1
f予}
{定 J

1
i
口
H

川
辺
地
区
健
康
教
室

母
親
学
級

妊
婦
検
診
西
部
地
区

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

妊
婦
検
診
東
部
地
区

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

3
才
児
健
康
診
査

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

3
才
児
健
康
診
査

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
健
康
診
断

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

3
才
児
健
康
診
査

須

釜

公

民

舘

2 
日
ロυ
口同

19 
日

25 
日

26 
日

27 
日

28 
日8

月
公
民
館
関
係
行
事
予
定

2 
日

社
交
ダ
シ
ス
教
室
午
後
7
時

J
9
時

就

改

セ

ン

タ

ー

高
令
者
学
級

午
前
9
時
J
ロ

時

泉

教

室

午
後
1
時
J
4
時

須

釜

教

室

日
本
画
教

室

午

後

1
時
ぬ
分

J
4
時

就

改

セ

ン

タ
ー

12 
日

12 
日

16 
日

婦
人
学
級
山

午
前
9
時
J
ロ

時

泉

教

室

午
後
1
時
J
4
時

須

釜

教

室

社
交
ダ
ン
ス
教
室
午
後
7
時

J

9
時

就

改

セ

ン

タ

ー

白
木
画
教
室
午
後
1
時
釦
分

J
4
時

就

改

セ

ン

タ
ー

16 
日

26 
日8

月
日
日
住
民
課
主
催
に
よ
る
恒

例
の
少
年
球
技
大
会
が
須
釜
小
学
校
校

庭
、
体
育
館
に
お
い
て
開
か
れ
ま
す
。

お

め

た

で

(
六
月
分
の
出
生
届
蓄
か
ら
)

士出

区

保
護
者
名

出
生
児
氏
名

1
 
1
 
・E-ze''

.，， f
 

辺

矢

部

隆

広

矢

部

崇

子

小

針

修

小
針
美
由
紀

塩

沢

勝

徳

山
口
向
原
和
美

有

賀

俊

幸

正利巳男吉治政

中

照勝勝幸代宗常

北
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釜

お

や

み

く

-
州
出
，JE
J
 

区 (
/， 

死 月
亡分
者の
氏死
名亡

年塁
A ;s 
引 か

ら
主世
fァ→卦・

ニ白何T

川

辺
小

高

竜

崎
市
須
釜

大

竹

正

夫

高

原

為

好

草

田

武

男

小
林
雄
一
郎

大

木

イ

マ

90 82 64 85 56 

夫三夫吉

一宏 喜藤俊




